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なかさと や わたし

　�年前に中里の学び舎を卒業した私が、今度は親と
や ふ

してこの新しくなった学び舎に足を踏み入れました。
かこ まど

　周りは山々に囲まれ、田園地帯が広がり、窓を開け
おだ かんきょう

れば川のせせらぎや鳥のさえずりが聞こえる静かで穏やかな環境の中、
こうしゃ

新しい校舎で子どもたちが学校生活を送れることは親としてとてもうれ

しいことです。
なかさと わたし なか

　「中里のはらからともに」。これは私が好きな校歌のフレーズです。中
さと きずな ち いき みつ

里小中学校は児童生徒間の絆が深く、地域とのつながりも密な学校です。
ち いき

特筆するべきは地域とのつながりを生かした教育ではないでしょうか。
ち いき こう し いなさく じゅぎょう いっかん

地域の方が講師となり、稲作体験などが授業の一環で行われており、生き

た教材からの学びがあります。学校行事でも、文化祭や体育祭など、学校
ち いき くさ ち たかゆき

と地域が一体となった活動が多くあります。（ＰＴＡ役員　草地孝幸）

大きく実ったリンゴの収穫

なかさと

　中里小中学校には、自然とふれあえる行事がたくさ
しょうかい

んあります。そのうち三つの行事を紹介します。

　一つ目は田植えです。毎年５月に、１～６年生で行
なえ

います。元気に育ってくれるように、一生けんめい苗を植えています。
いね か しゅうかく

　二つ目は稲刈りです。育ったお米を収穫するのはとても楽しいです。
か いね だっこく ち

刈った稲は、学校に持ち帰って５、６年生が脱穀もします。お米は、地
いき ぞうてい み や げ

域の交流センターに贈呈したり、お土産として持ち帰ったりします。お

赤飯やおもちにして食べたのは、おいしかったです。
てき か しゅうかく ち いき

　三つ目はリンゴの摘果と収穫です。地域のむとうリンゴ園で行ってい
てき か しゅうかく

ます。３、４年生と８年生が春に摘果を、秋に収穫をします。自分たち
しゅうかく なかさと

で収穫したリンゴは、あまくてとてもおいしいので、みんな中里のリン
すず き れい

ゴが大好きです。 （６年　鈴木伶）

校章作成中
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なかさと

　中里小中学校の特色は、コミュニケー
わたし

ション科があることです。私たちは９年

間を通して「英語」と「ことば」を学習

します。
なかさと

　中里小中学校では、１年生から英語の

学習に力を入れています。ゲームを通し
ひょうげん ひょうげん

て、単語や表現をしっかり身に付けます。習った表現を
し どう

使うと外国語指導助手（ＡＬＴ）や友達との英会話が生
わたし

き生きとしたものになります。私は、１年生から英語に

ふ とく い

触れたことで、英語が得意になりました。
か てい のうがく

　後期課程（中学校）は「ことば」で能楽を学びます。
ちょうすいさい こう し ほん

本校の澄水祭（文化祭）での発表に向けて講師の方に本
かくてき し どう まい こつづみ

格的な指導を受けます。舞や小鼓など一つ一つの活動を
がん ば

大切にして全員が頑張るため、完成度が高いものが出来
なかさと でんとう のうがく

上がります。中里で�年以上続く、美しく伝統ある能楽
つ

をこれからも受け継いでいきます。
けいけん わたし

　特色あるコミュニケーション科の経験が私の自信につ
きく

ち とも こ

ながりました。 （９年　 池倫子）

少人数教育で一人一人に寄（よ）り添

（そ）った学習指導（しどう）を行う

なかさと ぎ む

　中里小中学校は、県北地区初の義務教育学校として
しょうき ぼ とくにんこう

本年度開校しました。また、小規模特認校である本校
ひ たち なかさと

には、日立市内から児童生徒が通っています。中里小
しょうかい

中学校のよいところを紹介します。
じゅぎょう きょうし とど

　まずは、少人数なので、授業中教師の目が行き届くこ
いっ

とです。児童生徒たちの、ひらめいてはっとした顔、一
しょうけんめい なや

生懸命考えている顔を見ることができます。また、どこで悩んでいるの
かいけつ

か、つまずいているのかを見取り、直ちに解決を図ることができます。
こ しょぎょう

　次に、児童生徒たちは、学年を超えて協力することができます。諸行
じ

事の会場作成などでは、上級生が積極的に行動し、それを見た下級生が
いっしょうけんめい いっしょ すがた

一生懸命まねをする、上級生が下級生に声をかけて一緒に仕事をする姿
なかさと でんとう つ

も見られます。このようにして中里の伝統は引き継がれてきているのだ
きょうゆ さわ だ ひで き

といつも感じています。 （教諭　澤田英樹）
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